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＜総括報告＞ 

本年も無事、事業を推進できたことメンバーの皆さんに感謝いたします。 

理事長に就任してから２期４年間活動をして来ました。中心的に活動を共にしているメ

ンバーの方とは密に連絡を取り合いながらプロジェクトを進めて来ましたが、サポート

していただけるメンバーの方への情報発信が足りず、活動内容が見えないとご意見をい

ただくなど、反省点も多くある 1 年でした。後ほどご承認をいただければと思います

が、今年度からは新理事と事務局長にサポートしていただきながら、湘南スタイルの活

動を行っていければと思っております。 

 

＜設立から現在＞ 

2005 年、自主事業で成り立たせる NPO 運営を目指し、 

●湘南地域の情報発信ポータルサイト「湘南スタイル」の運営・広告募集事業 

●湘南地域の産業発展を目指した「湘南ブランド」の創出 

●湘南「海の駅・山の駅」建設提案 

の事業を掲げ、産業・市民・公共機関の 3 分野をつなぎ、地域の活性化を目指してスタ

ートし現在に至っています。 

 

設立からの３年間は、志はあれど活動資金は乏しく、組織運営上大変厳しい時代でし

た。NPO を自主事業で成り立たせることは難しく、岐路に立っていた 2009年、組織

運営と地域課題解決の糸口と出会ったのは、神奈川県のボランタリー活動基金 21 に

「湘南みかんの木パートナーシップ」プログラムでエントリーし、4 年間の協働事業を

受託したことと同時に、茅ヶ崎市の市民提案型協働事業「食と農のポータルサイト・お

いしい茅ヶ崎」の事業受託でした。 

2 つの行政との事業受託したことで、事務局職員の人件費を計上することができ、Ｎ

ＰＯとして組織運営上、自立の目途が立ったことが大きなきっかけとなりました。 

 2 つの協働事業をきっかけに「食と農」をテーマに社会課題解決のための視点で 

メンバーが知恵を出し合った結果 

茅ヶ崎市産米使用災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発 

農水省 6次産業化支援事業の神奈川県内の農水産業者 42社に対し、4名のプランナー

を派遣し、6次産業化の礎を築く事業の実施。 

引きつづき、農水省「農ある暮らしづくり交付金」の受託により「ふれあい田んぼ塾」 

「ふれあい畑塾」の事業を実施、持続可能な仕組みを築いてきました。 

続いて、茅ヶ崎市との６課連携による「茅ヶ崎１００年ＰＪ」として、現「道の駅」予

定地一帯の柳島向河原地区アクションプランとしての土地利用基本計画を茅ヶ崎市より

業務委託を受け冊子を制作し、茅ヶ崎市へ提示しました。 

その後、茅ヶ崎市の市民提案型協働事業を通じ、「FuboLabo」「文化生涯ポータルサ

イト」「茅ヶ崎まるごと発見博物館動画配信事業」など、茅ヶ崎の情報発信に協力し、

団体としてのＷｅｂ発信力を築くことができました。 
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湘南地域の情報ポータルサイトを築くため、設立当初湘南地域の有力企業に２年間かけ

て８０社ほど営業活動に回った苦労を思い出します。そのような中で慶応大学ＳＦＣと

の産学連携で「人参焼酎さん」の開発・「浜降祭ライブ中継」や環境保全の視点から

「べロタクシー」の運行など厳しい経営環境の中で、ＮＰＯとして、どのような運営・

資金計画をしていくべきかを学習した時期でした。 

以降、コミュニティビジネスを通じての事業は、どの事業も在庫リスク「０」の仕組

み形成で、受注や参加を確定してから運営を開始することを基盤に進め危険リスクを回

避しています。是非事業者の方は、参考にして下さい。 

 

2009年、神奈川ビジネスオーディションにエントリーし、県知事奨励賞・経営士会

賞・コミュニティビジネス賞の 3賞を受賞し注目を浴びるＮＰＯとなりました。神奈川

県中小企業センターより、経済産業省が新規開設するＮＰＯ出資事業の強い勧めがあ

り、10 年間の出資助成（劣後ローン）を受けることとなりました。 

平成 30 年度には実施事業の他、アグリビジネスコンサル事業などで予算を上回る収

益を上げることができ、出資助成以外の借入金を返済することができました。 

 また、令和 1 年度は前々理事長の藁品様より 500万の寄付金を頂き、借入れを全額

返済する事ができました。 

令和２年度は、身軽になった団体でコロナ関連の補助金を除いても、次年度の活動費を

残せる体制になっております。 

 

 2018 年から 3 年間行った「かながわボランタリー活動推進基金 21」との協働事業

「湘南ワンハンドレッドプロジェクト」では、大変多くの方に関わっていただき、団体

としての活動の幅が大きく広がるきっかけとなりました。 

 

 2023 年 11 月には「湘南ワンハンドレッドプロジェクト」を進化させた「まちがま

るごと仮想会社 ちがさきカンパニー」を新しいプロジェクトとしてスタートさせること

ができました。地域活動をボランティアに頼るのでなく、地域課題を解決しながら活動

に見合った対価を得られる地域参加の仕組みづくりを助成金もうまく利用しつつ推進し

ていきます。 

2023 年に立ち上がった茅ヶ崎カンパニーは現在 60名を超えるメンバーが所属してお

り、湘南スタイルのメンバーも中心的な役割で関わっています。湘南スタイルの理念で

もある、「地域のためになるかどうか、人のためになるかどうか」を行動基準に持続可

能な仕組みづくりを提案しています。 
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＜第 1 号議案＞ 

       NPO 法人湘南スタイル  令和 6 年度事業報告   

             令和６年 4 月 1 日～令和７年 3 月 31 日 

1.日程  開催会議 

 

定時総会   202４年 6 月 25 日(火)   

 

2.実施事業報告 

① 湘南みかんの木パートナーシッププログラム  16 年目 

② ふれあい畑塾      12 年目 

③ 農産加工品販売「湘南工房」    12 年目 

④ 茅ヶ崎カンパニー(湘南 100 プロジェクト)  7 年目 

⑤ 湘南フードトラック協会     5 年目 

 以上 5 つの PJを無事終了することができました。 

 既存のプロジェクトは継続しつつ、新たなプロジェクトも軌道に乗り始め充実の 1 年

となった。 

3.財務状況 

当期は前期同様に大きな補助金・助成金もなかったが、湘南フードトラック協会の事業

の利益が大幅に増え、約 80万円の黒字となった。資金繰りも不安なくまわっている。 
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特定非営利活動に係る事業 

＜事業内容＞  

1.湘南「みかんの木パートナーシップ」事業 １6 年目 

<内容>大磯・二宮地区のみかんの木パートナーシップ組合から運営委託を受けサポー

トを行った。参加農家数は 3軒（二梃木・井上・北原）新型コロナウイルス感染拡大

の影響で中止していた、みかん狩りイベントを再開して 3 年目。パートナー分が 24

口 120箱、その他の販売が 63箱で合計 1,830kgのみかんを出荷。加工用のみか

んについては 1,200kgを進和学園に納品。合計 3,030kgのみかんを農家さんから

購入することができた。 

 

【課題】 

温州みかんの出荷量が年々減少する中で値上がりを続けており、今年は 300円/kg

〜350円/kgで農家さんから購入。直売に出すと 400円で販売できることもあり、

みかんを集めることに苦労をした。昨年度から返礼品のみかんジュースセットを 1

箱減らす対応をしていたが、当プロジェクト単体の収支はマイナス 2万円となって

しまった。今年はパートナーシップの販売価格を 2,000円あげて対応する予定。 

 

【大学との連携】 

今年度も東海大学との連携は継続しており、4 月 26 日には大磯町にプレゼンする機

会を作ることができた。また、山口直さんと共に万城目ゼミの授業において計 3回

学外講師を担当した。昨年までは湘南みかんを活用した新規事業を学生が考えプレゼ

ンするところまでの授業だったが、今年度は株式会社茅ヶ崎香料さんとデザイン学科

の富田ゼミ協力のもと実際に商品化まで行うことができた。開発した商品は万城目ゼ

ミの新 3 年生とともにクラファンを準備中。 

東大みかん愛好会とはコロナをきっかけに関係が薄くなっていたが、再度関係を強化

するべく打ち合わせを重ねている。 

 

【活動報告】 

4月2日(火) 東海大学万城目ゼミ 新年度キックオフミーティング 

4月17日(火) 東海大学万城目ゼミ 打ち合わせ 

4月18日(木) 東大みかん愛好会打ち合わせ 

4月26日(金) 東海大学 大磯町プレゼン 

5月10日(金) 東海大学 みかんお花見・第1回目授業 

5月24日(金) 東海大学万城目ゼミ 第2回目授業 

6月21日(金) 東海大学万城目ゼミ 第3回目授業 

6月28日(金) 東海大学万城目ゼミ プレゼン会 

7月19日(金) みかん摘果体験 東海大学万城目ゼミ・富田ゼミ・サス研 

9月11日(水) 東海大学万城目ゼミ 茅ヶ崎香料打ち合わせ 

10月18日(金) 東海大学富田ゼミ 茅ヶ崎香料打ち合わせ 
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11月23日(土) 二挺木農園みかん狩りイベント 

11月25日(月) 東海大学富田ゼミ 商品ラベル打ち合わせ 

11月30日(土) 井上農園・北原農園みかん狩りイベント 

 

・PJメンバー 中村(雅)・山口直・菊池奈々・渡部 

・対 象 者 みかん農家・一般消費者・企業 

・決 算 額 企画・パンフ・イベント・みかん代金・加工品 105万円 

 

2.ふれあい畑塾     12 年目 

<内容>畑塾は鈴木塾長との連携により、東・西・南 3 か所計 40区画で展開。募集方 

法を随時募集に切り替えたことと、社会的情勢から順調に事業が進んでいる。 

畑に看板を設置したこともあり問い合わせも継続的に入っている。 

11 月 17 日には山宮さん宅で秋の収穫祭を開催。塾生との交流をはかるいい機会と 

なっている。今年度も秋に開催予定。 

 

【活動報告】 

毎月第２第４土曜日  東・西区画指導日 

毎月第２第４日曜日  南区画指導日 

5 月 6 日(月・祝)  ほうれん草狩り放題イベント 

8 月 9日(金)  枝豆狩り放題イベント 

8月18日(日)   現地説明会 

10月2日(水)  現地説明会 

10月18日(金)  現地説明会 

10月28日(金)  現地説明会 

11月17日(日)  秋の収穫祭 

12月7日(土)  現地説明会 

2月1日(土)   現地説明会 

 

・PJメンバー リーダー：渡部  指導者：鈴木   

・対 象 者 農家・市民・企業 

・決 算 額 企画・パンフ・イベント費    5万円 
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3.地場商材開発販売「湘南工房」 12 年目 

<内容>災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発事業とみかんパートナーシッププログララム 

から発展した湘南みかんの加工品及びトマトジュース等、地産地消を推進する農産 

加工品開発販売事業。 

農産加工品については、ダイナックが運営するゴルフ場 5件を中心に、地域の 

「Cの辺り」「とまり木」「TREX OCEAN VILLAGE」で販売中。 

相鉄線ゆめが丘駅隣接の商業施設「ゆめが丘ソラトス」内のテナント「YYYard」では	
みかんジュース 180ml の販売と併設のカフェでの取り扱いがスタート。	

 

・PJメンバー リーダー：渡部 

・対 象 者 農家・市民・企業 

・決 算 額 農産物仕入・資材・運賃・営業費   329万円 

 

4.茅ヶ崎カンパニー(湘南ワンハンドレッドプロジェクト)  7 年目 

<内容>2018 年から３年間かながわボランタリー活動推進基金 21・協働事業負担金 

の事業として神奈川県基金事業課を通じ、神奈川県総合政策課及び湘南地域県政総合 

センター企画調整課との連携によりスタートした事業。 

昨年度よりまちの人事部「まちがまるごと仮想会社茅ヶ崎カンパニー」という発展系 

のプロジェクトを本格始動させ現在は約 60名のメンバーが茅ヶ崎カンパニーに所属 

して活動中。 

中心メンバーが「コミュニティグループ」「プロジェクト案件グループ」「広報・制 

作グループ」「コーポレートグループ」「助成金調達支援グループ」「企業案件・外 

部案件グループ」の６つのグループに分かれプロジェクトを推進している。 

トヨタ財団の 2024 年度国内助成プログラム「地域における自治を推進するための 

基盤づくり」の助成金に採択されたことにより、活動の幅がさらに広がり取り組み 

の深まりが一層加速している。 

 

【活動報告】 

6 月 26 日(水) カンパニーミーティング 

7月17日(水) ボードメンバーミーティング 

8月14日(水) ボードメンバーミーティング 

８月27日(水) カンパニードリンクス 

9月11日(水) ボードメンバーミーティング 

9月１８日(水) カンパニードリンクス 

10月9日(水) ボードメンバーミーティング 

11月13日(水) ボードメンバーミーティング 

11月20日(水) カンパニーミーティング 

12月11日(水) ボードメンバーミーティング 

12月17日(火) カンパニードリンクス 
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1月8日(水)  ボードメンバーミーティング 

1月22日(水) カンパニーミーティング 

2月12日(水) ボードメンバーミーティング 

2月19日(水) カンパニードリンクス 

3月12日(水) ボードメンバーミーティング 

3月19日(水) カンパニーミーティング 

 

・PJメンバー 中村(容)・山口(順)・内波・池田・原・市川・小野寺・大西 

中島・山口(直)・四條・渡部 

・対 象 者 地域住民・企業 

・決 算 額 企画・運営・イベント費・消耗品   158万円 

 

5.湘南フードトラック協会) 5 年目 

<内容>ニューノーマル時代の新しいカタチの食の提案や、キッチンカー、フードトラ 

ックを活用した地域活性を行う湘南フードトラック協会との協働プロジェクト。 

当団体のバックオフィス機能の提供や、新規出店場所の開拓、キッチンカーを起点に 

したイベントの提案等を行う。 

今期も南湖の住友電工オプティフロンティアの納涼祭や、東邦チタニウムのランチ 

出店など、地元企業との取り組みを継続中。トライアルサウンディングを活用した 

茅ヶ崎市役所前広場でのキッチンカーウィークも毎月平日５日間で開催中。市内で 

開催されるイベントへのキッチンカーの手配サポートも行っている。 

茅ヶ崎市とは災害時にキッチンカーによる避難所での炊き出し等を行うなどの 

災害協定を締結し、行政との連携も深めている。 

2025 年 7 月 7 日開業予定の「道の駅 湘南ちがさき」とも出店に向けた協議を 

行なっている。 

 

【活動報告】 

4 月 3 日(水) 広報メンバーミーティング 

4 月 8 日(月) 日本キッチンカー経営審議会 

5 月 7 日(火) 東邦チタニウム訪問 

5 月 15 日(水) 運営メンバーミーティング 

5 月 23 日(木) モリタ宮田工業訪問 

5 月 27 日(月) 運営メンバーミーティング 

5 月 28 日(火) 広報メンバーミーティング 

6 月 24 日(月) 運営メンバーミーティング 

6 月 5 日(金) 茅ヶ崎市資産経営課訪問 

7 月 9日(火) 日本キッチンカー経営審議会 

7 月 26 日(金) 市役所ビアガーデン 

7 月 27 日(土) 市役所ビアガーデン 
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7 月 31 日(水) 茅ヶ崎 FMとの打ち合わせ 

8 月 8 日(木) 運営メンバーミーティング 

8 月２１日(水) 東邦チタニウム納涼祭 

8 月 30 日(金) モリタ宮田工業納涼祭 

9月 6 日(金) 茅ヶ崎 FM主催 夕市 

9月 7 日(土) 茅ヶ崎 FM主催 夕市 

9月 30 日(月) 運営メンバーミーティング 

11 月 3 日(火) 運営メンバーミーティング 

12 月 13 日(金) 運営メンバーミーティング 

1 月 27 日(月) 運営メンバーミーティング 

2 月 13 日(木) 運営メンバーミーティング 

3 月 26 日(水) 運営メンバーミーティング 

 

・PJメンバー 内波・渡部 

・対 象 者 地域住民・企業 

・決 算 額 出店料・企画・運営・イベント費・消耗品  60万 
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３．組織 

 (１)会員 

   正会員 20名(理事含む)  会員 4名  アドバイザー 1名    

   理事長 渡部健 理事 清水謙・市川靖洋・那須かおり  

監事  四條邦夫    

 

   正会員 20名      順不同 敬称略 

竹村治亘 （会社経営）    杉村一憲（市民活動家） 藁品孝久（市民活動家） 

中村雅和 （社会保険労務士） 西村誠 （会社経営）  市川歩  （会社経営） 

中村容  （大学職員）    山口順平（市議会議員） 四條邦夫 （NPO代表） 

那須かおり（法人代表）    内波義雄（会社経営）  池田一彦 （会社経営）  

山口直   （会社経営）    小野寺元希（看護師）  原悠樹  （会社経営） 

清水謙  （会社経営）    市川靖洋（会社経営）  中島淳   （会社経営） 

大西裕太 （会社経営）    渡部健  （NPO代表）   

   

  会員     3名      順不同 敬称略 

久保田邦邇 （市民活動家）  鈴木稔彦 （農家） 菊池奈々（市民活動家） 

山宮立珠  （ピアノ講師） 

 

  法人会員   3社 

(株)ボンド (特非)セカンドワーク協会 (一社)4Hearts  

    

  アドバイザ   １名  

   川廷昌弘 

 

  名誉顧問   2名       

竹村治亘    杉村一憲  
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予算 決算額 備　考

492,000 81,000

30,000 0

　3  法人事業収入 400,000 20,000 平塚中等教育学校

　4　湘南スタイル交流会・イベント費 0 54,000 懇親会

　5　湘南みかんパートナシップ事業 1,535,000 1,026,400 パートナーシップ24口、みかん販売 63口

　6　ふれあい畑塾 1,100,000 944,912 39区画、イベント会費収入

  7　地場商材開発販売「湘南工房」 3,000,000 3,752,716 おかゆ・みかん・トマト商品、アグリビジネス販売

  8　湘南100PRJ 100,000 71,300 業務受託料

  9　ちがさきカンパニー 700,000 1,897,700 業務受託料、会費、イベント会費収入、助成金

10　キッチンカー・フードトラック事業 240,000 2,098,646 出店料、手配手数料

11　トヨタ財団 240,000 2,340,966 のきさきフルーツプロジェクト助成金

7,837,000 12,287,640

　　　その他収益事業会計より繰り入れ 0

7,837,000 12,287,640

総事業費

　　①湘南スタイル交流会・イベント費 0 0 会費・イベント等

　　②湘南みかんパートナシップ事業 1,285,000 1,049,802 パートナーシップみかん代金・配送費等

　　③ふれあい畑塾 50,000 49,098 謝金、イベント費等

　　④地場商材開発販売「湘南工房」 2,640,000 3,294,540 みかん・トマトの原材料等

　　⑤湘南100PRJ 80,000 64,880 人件費、謝金、イベント費

　　⑥ちがさきカンパニー 520,000 1,512,272 業務委託費(HP制作費・PR動画制作費)

　　⑦キッチンカー・フードトラック事業 50,000 606,114 人件費、業務委託料、会議費、賃借料

　　⑧トヨタ財団 0 2,340,966 のきさきフルーツプロジェクト　経理委任

　　　当期事業支出（B) 4,625,000 8,917,672

　2　管理費

　　①　給料手当 1,800,000 1,800,000 団体運営費（人件費・その他）

　　②　事業人件費 0 0 アルバイトスタッフ等

　　③　運賃 30,000 17,433 配送料

　　④　会議費・接待交際費 50,000 27,660 葬儀生花、お香典

　　⑤　旅費交通費 20,000 3,690 駐車料、高速代

　　⑥　通信費 80,000 73,926 電話・郵便

　　⑦　消耗品費 80,000 114,418 事務関連

　　⑧　水道光熱費 0 0

　　⑨　諸会費 50,000 11,000 湘南振興財団、しおかぜ湘南

60,000 52,924 振込料、ネットバンキング使用料

　　⑪　賃借料 150,000 -90,000 コンテナ使用料、トヨタ財団　倉庫料入金

　　⑫　保険料 50,000 47,394 NPO団体保険料

　　⑬　租税公課 70,000 138,800 法人税・県民税・消費税・登記簿謄本

　　⑭　雑費 10,000 0

　　⑮　顧問料 270,000 287,644 税理士（決算処理）・社会保険労務士

　　⑯　印刷費 50,000 0

　　⑰　Webコンテンツ制作費 0 0

　　⑱　イベント費 50,000 53,730 総会懇親会

　　⑲　業務委託料 360,000 0

　　　事業管理費計（C) 3,180,000 2,538,619

　　　当期事業支出　（D)　（B)+（C) 7,805,000 11,456,291

　　　事業費振替額　（E)

　　　当期収益　（F)  (A)-(D)+(E) 32,000 831,349

　　　その他事業会計より繰入 0

　　　営業外損益　　（G) 0 983 受取利息

　　　借入金返済支出 0 0

　　　経常利益　　　（H)＝（E)-(F))　 32,000 832,332

　　　次期繰越金

＜第２号議案＞　令和 6年度　活動計算書

2024年4月1日から2025年3月31日まで

　　科　　　目

Ⅰ　収入の部

　1　会費・入会金収入

　2　法人会費

　　　　　　　当期収入計（A)

　当期収入合計　　　　（A）

Ⅱ　支出の部

　1　事業費

　　⑩　支払手数料
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予算 決算額 備　考

0 0

　　　②その他広告事業収入 0 0

0 0

　　　その他収益事業会計より繰り入れ 0 0

0 0

　　①ポータルサイト広告募集事業 事業計画書(その他の事業) のとおり

　　　　Webサーバー設置費 0 0 サーバー構築費

　　　　通信費 0 0 インターネット回線

　　②その他の広告募集事業 0 0

　　　当期事業支出（B) 0 0

　２　管理費

　　消耗品費 0 0

　　通信費 0 0

　　研修費 0 0

　　会議費 0 0

　　　事業管理費計（C） 0 0

　　　当期事業支出（D）　（B）+（C） 0 0

　　　当期収支差額（A）-（D） 0 0 特定非営利活動事業会計へ繰入

　1　事業収入

＜第２号議案＞　令和6年度　活動計算書
(その他事業に係る事業会計)

2024年4月1日から2025年3月31日まで

　　科　　　目

Ⅰ　収入の部

　　　①Web広告事業収入

　　　　　　　当期収入計（A)

　　　当期収入合計（A）

Ⅱ　支出の部

　１　事業費
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【 流動資産計 　   】 【　 3,811,769 】 【 流動負債    　  】  【　　 2,562,563 】

現  金 25,739 買掛金 350,296

小口現金 135,448 未払金 66,900

普通預金 3,134,019 預り金 1,383,117

商品 353,558 仮受金 762,250

未収入金 150,505

前払費用 12,500

【 固定資産　　 　】 【　 　 0 】 【 固定負債   　　  】 【　 0 】

2,562,563

            【 株主資本合計 　 】             【　 1,249,206 】

【 資本金          】             【　 0 】

当期純損益金額 832,332

【 利益剰余金計    】             【　 1,249,206 】

繰越利益剰余金合計 1,249,206

純資産合計 1,249,206

3,811,769 3,811,769

            

【 流動資産計 　   】 【　 0 】 【 流動負債    　  】  【　　 0 】

【 固定資産　　 　】 【　 　 0 】 【 固定負債   　　  】 【　 0 】

敷  金 長期借入金

  負債の部合計 0

  純資産の部

【 株主資本計  　  】             【　 】

            【 資本金          】             【　 】

【 利益剰余金計    】             【　 0 】

繰越利益剰余金 0

純資産合計 0

0 0資産の部合計 負債・純資の部産合計 

令和7年3月31日　現在

資　産　の　部 負　債　の　部

科　目 金　額 科　目 金　額

　　　 (その他事業に係る事業会計）

　　貸　　借　　対　　照　　表　　　
　　　 (特定非営利活動に係る事業会計）　　　

令和7年3月31日　現在

資　産　の　部 負　債　の　部

科　目 金　額 科　目 金　額

  負債の部合計

  純資産の部

資産の部合計 負債・純資の部産合計 

　　貸　　借　　対　　照　　表　　　
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科目 摘要 金額 合計

　現金 手許現金在高 25,739

　小口現金 トヨタ財団　手許現金在高 135,448

湘南信用金庫 茅ヶ崎営業部 1,938,814

　普通預金
湘南信用金庫 茅ヶ崎営業部

トヨタ財団
1,193,497

さがみ農協 茅ヶ崎支店 986

湘南農協 八重咲支所 722

　商　品 期末在庫　みかん加工品 353,558

　前払費用 テナント倉庫料　4月分 12,500

　未収入金 （株）ダイナックパートナーズ　     　他 2件 150,505

　　　　　　　　　　他　2件

　買掛金 進和学園　他 3件 350,296

　未払金 ワイド倶楽部 66,900

　預り金 トヨタ財団、源泉所得税　他 1,383,117

　仮受金 ふれあい畑塾 30区画 762,250

科目 摘要 金額 合計

0

　

0

資

産

負

債

負

債

資

産

令和6年度財産目録
令和7年3月31日　現在

   （特定非営利活動に係る事業会計）

令和6年度財産目録
令和7年3月31日　現在

   （その他事業に係る事業会計）
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　令和6年度　湘南スタイル監査報告

令和6年度(2024年4月1日〜2025年3月31日)の事業報告書、活動計算書、貸借対照表

財産目録及び附属会計関係の明細を監査した結果、適法に処理記載されていると認める。

　　

2025年6月26日

神奈川県茅ヶ崎市室田２丁目１２番２２号

監事　四條　邦夫

令和6年度監査報告



17 

 

＜設立からの経緯＞ 

実施時期 活動実績 活動の目的 
西暦 
2005 年 6 月 
2006 年 3 月 

５． 湘南地域ポータルWebサイト
構築準備 

 （http://www.shonan-style.jp） 
２．メンバー拡大（設立時正会員 14
名） 
３．自主運営事業創出活動模索 
４．国・県・茅ヶ崎市等公的機関連携
模索 
５．産学連携先模索 

●地域貢献・ 社会貢献や人
間関係の形成を基盤とす
る「持続可能な社会づく
り」 の実現に向け、地域
の活性化活動と自己実現
を共生させる研鑚の場と
して 2005 年 6 月、まち
づくり NPO法人設立。 

 ・地域のためになるかど
うか 
 ・人のためになるかどう
か 
を行動の第一選択事項とし
て活動しています。 

西暦 
2006 年 4 月 
2007 年 3 月 

１．湘南地域ポータルWebサイト 5
月 1 日立上げ 

２．メンバー拡大（協賛会員拡大 8
名） 
３．湘南ブランド創出事業・人参湘酎

さん開発発売 
４．神奈川県コミュニティビジネスオ

ーディション入選 
５．神奈川県創業実現モデル事業支援
対象事業者認定 

●地域の活性化は、地域内
で活動する、市民・NPO、
産業者（商業・工業・漁
業・農業）、公共機関の 3
分野をつなぐ中間支援組織
の役割が重要である。さら
に、単一の市域の枠を超え
て、隣接するエリアをつな
ぐ広域連携が重要と考え、
ポータルサイトの充実と神
奈川県との連携強化を視野
に入れた事業を行った。 

西暦 
2007 年 4 月 
2008 年 3 月 

１．湘南地域ポータルWebサイトの
充実 
２．慶應大学ＳＦＣとの連携による地

域コミュニティ創出検証事業・浜
降祭インターネットライブ中継の
実施 

３．ベロタクシー運行事業（環境エネ
ルギー問題啓発事業） 

４．メンバー拡大（正会員 14名・賛
助会員 21名）   

●当該年度の目標は、
「産・官・学・民」の枠組
みを築くため、慶應大学・
文教大学、日本大学等、エ
リア内の大学との連携を行
い、湘南地域の活性化をテ
ーマに進める各校の教授・
准教授との親交を深めた。
市民や観光客の環境・エネ
ルギー問題に関する意識高
揚と省エネ型の交通手段の
実証実験を目的として、公
的機関の協力を得て、人が
多く集まる夏季に人力タク
シーを運行した。 

西暦 
2008 年 4 月 
2009年 3 月 

１．湘南地域ポータルWebサイトの
充実 
２．茅ヶ崎市市民提案型協働推進事業

「おいしい茅ヶ崎」受託 
 （http://oishi-chigasaki.com/） 
３．茅ヶ崎市産米使用・災害備蓄食糧

「おかゆ」開発発売 2009年 2 月
14,000食完売（茅ヶ崎市 8,000
食納入） 

４．メンバー拡大（正会員 14名・賛
助会員 28名） 

●「まちづくり NPO法人」
としての 3 年間の事業活動
から、地域活性化の啓発・
推進には、市民・産業・行
政の 3 分野の全てにかかわ
りの深い「食と農」が最も
効果的であると考え、地産
地消の推進・安心安全な
食・フードマイレージなど
地域課題解決に向けた事業
を実施した。その結果、茅

http://www/
http://oishi/
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ヶ崎市や農業者・産業者の
協力が増え、Ｗｅｂアクセ
スからメンバー拡大につな
がった。 

西暦 
2009年 4 月 
2010 年 3 月 

１．湘南地域ポータルサイトの充実 
２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 
５．湘南みかん（加工品/みかん狩り/
観光ツアー）発売 
６．東海大学教養学部連携・湘南ブラ

ンド創出 PJ開始 
○経済産業省・まちづくり活動支援融

資 
 （政策金融公庫出資金、劣後ローン

第一号） 

●2009年度は、メディア
取材が増え、湘南地域の活
性化を担う NPO としての認
知度も高まった。2010 度
実施する「ふれあい田んぼ
塾」は、茅ヶ崎市の学童保
育に通う学童が 80名参加
し、収穫後に、災害備蓄食
糧「おかゆ」に生まれ変わ
る稲作栽培を実施する予定
となっている。また東海大
学の教養学部との連携によ
り、地域の活性化と実践的
な教育の場の創出を目的と
して、学年横断型全体授業
として、当該事業「湘南ま
るごと交流空間」を実施す
る。 

西暦 
2010 年 4 月 
2011 年 3 月 

１．湘南スタイルソーシャルメディア
の活用（HP/ Facebook 
/Twitter ）運営・管理  

２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 
５．湘南みかんパートナーシップ 

（加工品/みかん狩り/観光ツアー）
発売 
６．東海大学教養学部連携・湘南ブラ

ンド創出 PJ開始 
７．「農(みのり)の駅」創出 PJ 
８．茅ヶ崎市農業振興アドバイザー協
定 

●設立 6 年度目として、総
事業費が、ようやく 1000
万円を超えるところまで、
到達。しかし、依然とし
て、不足資金が当該年度 50
万円、累計で 850万円。湘
南スタイル「みかんの木・
パートナーシップ」プログ
ラムが、コミュニティービ
ジネスの範として、評価さ
れ、神奈川県の協働事業と
して決定。同時に、日本財
団の助成事業としても決
定。かながわビジネスオー
ディションにおいて、奨励
賞・CB賞・日本経営士会賞
を受賞。地産地消推進団体
として、農林水産省より表
彰。 

西暦 
2011 年 4 月 
2012 年 3 月 
 
 

１．湘南スタイルソーシャルメディア
の活用（HP/ Facebook 
/Twitter ）運営・管理  

２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 
５．湘南みかんパートナーシップ 

（加工品/みかん狩り/観光ツアー）
発売 
６．農水省 6次産業化委託事業 
７．神奈川県緊急雇用創出委託事業 
８．茅ヶ崎市農業振興アドバイザー協
定 

●神奈川県との協働事業を
開始したことで、初めての
職員を採用でき、組織運営
が潤滑になった。また、期
中に農水省並びに神奈川県
からの事業委託を受託。総
収入が前年度実績の 3倍、
累積の欠損を穴埋めするこ
とができ、大きく飛躍した
年度となった。 
 茅ヶ崎市との連携も進
み、「農の駅」創出のため
の官民連携として、ちがさ
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き百年プロジェクト（協働
推進）が関連 8課と連携し
て勉強会がスタート。 

西暦 
2012 年 4 月 
2013 年 3 月 

１．湘南スタイルソーシャルメディア
の活用（HP/ Facebook 
/Twitter ）運営管理  

２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 
５．湘南みかんパートナーシップ 

（加工品/みかん狩り/観光ツアー）
発売 
６．茅ヶ崎市協働事業：お父さん・お
母さん 
  のための子育て情報サイト 
 「FuboLaboちがさき」開設 
７．茅ヶ崎市「柳島向河原地区アクシ
ョンプラン作成業務」委託事業  

●設立時 
・湘南独自のポータルサイ
ト運営 
・異業種混合地域統一ブラ
ンドの開発、プロデュース 
・湘南「海の駅・山の駅」
設置提案 
以上 3 点の実現に向け、事
業をスタートさせてきた
が、当該年度、茅ヶ崎市と
の 8課連携により、柳島地
区のアクションプランを作
成、設立時の目標に近づい
たと実感する年度となっ
た。 

西暦 
2013 年 4 月
2014 年 3 月 

１． 茅ヶ崎市協働事業「おいしい
茅ヶ崎」 

２． 茅ヶ崎市協働事業
「FuboLabo」 

３． 茅ヶ崎市協働事業「文化生涯
ポータルサイト」 

４． 神奈川県協働事業「湘南みか
んの木パートナーシップ」事業 

５． 災害備蓄食糧「おかゆ」普及
啓発事業 

６． ふれあい田んぼ塾 
７． ふれあい畑塾 
８． 6次産業化推進事業「農産品
加工工場建設」促進事業 

●設立８年目にして、消費
税の課税 NPO 事業者とな
り、税務の面においても社
会貢献する NPO となったこ
とは感慨深い。これまで実
践してきた、コミュニティ
ビジネスに関する講演依頼
が、県内から４か所あっ
た。 
●農水省６次産業化事業
で、連携先である、平塚の
社会福祉法人「進和学園」
に農産加工場設置が決定
し、平成２６年度運用が開
始される。就労支援・農業
支援を通じ、県内初の試み
を進めるため、販路開拓・
広報支援を依頼され、コン
サルタント事業を開始す
る。 

西暦 
2014 年 4 月
2015 年３月 

１． 茅ヶ崎市協働事業「おいしい
茅ヶ崎」 

２． 茅ヶ崎市協働事業
「FuboLabo」 

３． 神奈川県協働事業「湘南みか
んの木パートナーシップ」事業 

４． 災害備蓄食糧「おかゆ」普及
啓発事業 

５． ふれあい田んぼ塾の運営 
６． ふれあい畑塾の運営 
７．6次産業コンサルティング事業 
８．「湘南工房ブランド」開発事業 

市民・産業者・行政をつな
ぎ、地域活性化か活動を推
進するため、「食と農」を
通じた公的機関との連携を
目的に助成金の公募にエン
トリーし、受託され関係を
築いてきた。しかしなが
ら、 
●神奈川県協働事業（4 年
間）の最終。 
●農水省農ある暮らしづく
り交付金（ 
上記、2 事業を持続可能な
仕組みへの移 2 年間）の最
終年度。行させることが、
助成金を活用する本来の意
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義であるが、受託金額が大
きいほどその難しさを感じ
ており、規模を縮小して継
続事業とする。 

西暦 
2015 年 4 月
2016 年 3 月 

１．茅ヶ崎市協働事業「おいしい茅ヶ
崎」 
２．茅ヶ崎市協働事業
「FuboLabo」 
３．神奈川県協働事業「湘南みかんの
木パートナーシップ」事業 

４．災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発
事業 
５．ふれあい田んぼ塾の運営 
６．ふれあい畑塾の運営 
７．6次産業コンサルティング事業 
８．「湘南工房ブランド」開発事業 
９．茅ヶ崎市行政提案型協働事業にエ
ントリ   
 —、2件の協働事業の採択が決定。 

「みんなで創る湘南スタイ
ル」のスローガンのもと、
新たな 10 年に向かってス
タートした。 
 国・県・市の助成事業が
終了し、団体として自主運
営していくことができるか
どうかを問われる年度とな
った。 
 同時に、メンバーの新旧
交代に時期に入っており、
組織運営について、一年の
理事会を通じて、定款の目
的・会員区分の変更などを
含め、活動メンバーや新規
参加メンバーに対し、解り
やすいパンフレットや組織
体制図を作成 
東大みかん愛好会・ＪＴＢ
と連携して、みかん観光列
車を小田原迄運行した。 

西暦 
201６年 4 月
201７年 3 月 
 
 
 

１．湘南スタイルホームページ運営事
業 
２．「おいしい茅ヶ崎」茅ヶ崎市経済
部委託 

事業 
３．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事 
 業 
４．災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発
事業 
５．ふれあい畑塾の運営 
６．6次産業コンサルティング事業 
７．「湘南工房ブランド」開発事業 
８．茅ヶ崎市行政提案型協働事業「茅
ヶ崎ま 
  るごと発見博物館動画配信事業」 
９.茅ヶ崎市行政提案型協働事業「落
書き 
防止・抑制のためのペイント事

業」 
１０．JT財団 NOP助成事業  
１１．その他の事業 

茅ヶ崎市行政提案型協働事
業にエントリーし、茅ヶ崎
まるごと発見博物館動画配
信事業並びに落書き防止の
ためのアートペイント事業
をそれぞれ 2 年間に渡り実
施している。2 事業とも友
好他団体との連携で事業を
進めている。 
また、JT財団 NPO助成事
業に「ふれあい畑塾」関連
で、事業を受託した。 
事業受託により、畑塾メン
バーの活動費が生まれ、実
験農地として、炭素循環農
法などを研究している。 
別途、（財）食品産業セン
ター及び（財） 
中央果実協会からの声がか
かり、左記 
10・11 の事業を実施し
た。単年度事業であり、か
つ団体活動に直接関連する
事業でなかったにもかかわ
らず、負担が大きかった。 
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西暦 
201７年 4 月
201８年 3 月 
 

１．湘南スタイルホームページ運営事
業 
２．「おいしい茅ヶ崎」茅ヶ崎市経済
部委託 

事業 
３．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事  
 業 
４．ふれあい畑塾の運営 
5．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 
6．アグリビジネスコンサルティング
事業 
７．「湘南工房ブランド」開発販売事
業 
８．「茅ヶ崎まるごと発見博物館動画
配信事 

業」：茅ヶ崎市協働事業 
９.「落書き防止・抑制のためのペイ
ント事 

業」：茅ヶ崎協働事業 
10．JT助成担い手育成事業  
11．エディブルパーク茅ヶ崎運営事
業 
12.その他の事業 

ＮＰＯ活動は、企業も同様
であるが、組織運営維持の
ための収入をどう確保する
仕組みを創るかにかかって
いる。ただ、ＮＰＯは、企
業と違い社会貢献活動を事
業構造の中心に据え、ＣＢ
／ＳＢの手法を使い、自己
の持つ社会課題を解決する
仕組みをメンバーの英知や
行動で実現する楽しみがあ
る。 
社会課題は、行政も多くを
抱えており、 
その解決策を補助金・助成
金や委託事業として募集し
ている。それらをよく見極
め活用していくことも重要
なファクターであり、本年
度も茅ヶ崎市から 3 事業と
ＪＴの 4 事業が。さらに
は、みかん、畑、農産加
工、6次産業化など多くの
事業が関係している。 

 

西暦 
2018 年 4 月
2019年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事  
 業 
2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 
  農産加工品・おかゆ普及啓発販売
事業 
4．アグリビジネスコンサルティング
事業 
5．「茅ヶ崎まるごと発見博物館動画
配信事 

業」：茅ヶ崎市委託事業 
6. JT助成担い手育成事業  
7．エディブルパーク茅ヶ崎運営事業 
8. 神奈川県ボランタリー活動基金
21 
.  協働事業「湘南ワンハンドレッ
ドＰＪ」 
9. 湘南スタイルホームページ運営事
業 

新年号「令和」に代わる
2019年度は、 
設立以来、理事長を務めて
きた藁品から 
新理事長市川信治（茅ヶ崎
技研㈱代表取締役）氏に引
き継ぐ。 
 開設時から 5 年間に積み
重ねていた負債を軽減する
ために経費の削減と新規事
業及び業務委託を受け、湘
南工房製品の販路開拓及び
新商品開発を実施したこと
で、収入を増加させ、次年
度の負担を軽減することが
できた。 
 神奈川県からＮＰＯ研修
を毎年受入れしているが、
その中で、新たな連携が始
まり、二宮町も含め農産加
工品の商品開発・販路拡大
が開始された。また、新た
に神奈川県とスタートした
ボランタリー活動基金 21
の協働事業のお蔭で、メン
バーも増え団体の運営に明
るい兆しが見えてきてい
る。 
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 昨年度から実施してき
た、エディブルパーク茅ヶ
崎は、事業主体者へ業務を
移管した。 

西暦 
2019年 4 月 
2020 年３月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事業 

2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 
  農産加工品・おかゆ普及啓発販売
事業 
4．アグリビジネスコンサルティング
事業 
5．「茅ヶ崎まるごと発見博物館動画
配信事 

業」：茅ヶ崎市委託事業 
6. 神奈川県ボランタリー活動基金
21 
  協働事業「湘南ワンハンドレッド
ＰＪ」 
7. 湘南スタイルホームページ運営事
業 

市川新理事長の元、新しい
湘南スタイルのあり方をメ
ンバーと考え実践した。 
湘南スタイルとして行うべ
き事業への選択と集中。日
常業務の効率化、会議体の
見直しを図った。 
当初は茅ヶ崎市への移住に
関する事業を開始予定だっ
たが行政との調整がつかず
移住に関する新規事業を開
始することができなかっ
た。 
湘南ワンハンドレッドプロ
ジェクトは 2 年目が終わ
り、協働事業最終年度を見
据え自走できる仕組みづく
りをテーマに各リーダーが
中心となり進め、2 年目の
取り組みは県からも高い評
価をもらうことができた。 
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西暦 
2020 年 4 月 
2021 年 3 月 

１．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事業 

2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 
  地場産品・農産加工品販売事業 
4．湘南ワンハンドレッドプロジェク
ト 
5．キッチンカー・フードトラック事
業 
6. 湘南スタイルホームページ運営事
業 

市川理事長体制の最終年。
次世代への引き継ぎを中心
に事業と業務の効率化を図
り、持続可能な団体づくり
に注力をした。 
湘南ワンハンドレッドプロ
ジェクトの最終年度で集大
成として精力的に活動し
た。HP からの問い合わせも
多く、社会の関心の高さを
再認識し、協働事業終了後
の自走できる仕組みづくり
に各 PJリーダーと取り組
む。 
湘南ワンハンドレッドプロ
ジェクトを通して、様々な
属性をもつ方との関係がで
き、団体のプロジェクトに
も積極的に関わる方も出て
きて、活動の幅が広がった
1 年となった。 
コロナ禍で新しい生活様式
が求められる中、湘南スタ
イルの活動や関わる方の参
加の仕方も大きく変化し
た。みかんはイベントが中
止となった一方、畑塾は参
加者が増えた。移住者が増
えてきたこともあり、地域
の事業者と協力をして、移
住者と定住者とのコミュニ
ティを作ることを目的に
「移住座談会」を２回実施
し、湘南エリアへ魅力と問
題点を再度認識知ることが
できた。 
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西暦 
2021 年 4 月 
2022 年 3 月 

１．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事業 

2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 
  地場産品・農産加工品販売事業 
4．湘南ワンハンドレッドプロジェク
ト 
5．キッチンカー・フードトラック事
業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．「湘南みかんの木パートナーシッ

プ」事業 
2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 
  地場産品・農産加工品販売事業 
4．湘南ワンハンドレッドプロジェク
ト 
  茅ヶ崎カンパニー 
5．キッチンカー・フードトラック事
業 

市川前理事長から渡部が代
表を引き継ぎ、事務局を兼
務しながら活動を継続。既
存の活動を継続しつつ、新
たな湘南スタイルのあり方
を模索する 1 年となった。 
湘南みかんの木パートナー
シッププロジェクトではこ
れまでの販路拡大や収穫サ
ポートなどの支援から、後
継者問題など持続可能な産
業への移行が新たな支援と
位置づけ、地域の大学や地
域の方との連携を強化した
1 年となった。ふれあい畑
塾ではコロナ禍の新たな生
活様式の中で、農ある暮ら
しを取り入れる方が増えて
来たことを実感し、専業農
家による指導付き貸し農園
を新たな農業のスタイルと
するべく活動を継続した。 
県の負担金事業が終了した
湘南ワンハンドレッドプロ
ジェクトでは、活動規模は
縮小したもののメンバーが
それぞれ自走可能な活動を
模索し、新たな芽が出始め
てきている。 
団体としては新たなメンバ
ーも増え、できる人が、で
きる事を、できる時に活動
をする社会貢献の仕組みを
作り上げるべく活動をし
た。 

西暦 
2022 年 4 月 
2023 年 3 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事業 

2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 

  地場産品・農産加工品販売事業 
4．茅ヶ崎カンパニー  
5．湘南フードトラック協会 
 
 
 
 
 
 
 

売上こそ前期を大きく下回
ったが、経費の圧縮効果な
どもあり収益は改善傾向と
なったが、財務体質の安定
化が大きな課題となる。既
存のプロジェクトは時代に
合わせながら軌道修正を重
ねている。湘南みかんの木
パートナーシップでは大学
や地域の団体との連携を深
め持続可能な農業・産業へ
の転換を模索している。ふ
れあい畑塾では生産緑地の
指定から３０年が経過した
農地が茅ヶ崎市内でも出て
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西暦 
2023 年 4 月 
2024 年 3 月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．「湘南みかんの木パートナーシッ

プ」事業 
2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 

  地場産品・農産加工品販売事業 
4．茅ヶ崎カンパニー  
5．湘南フードトラック協会 
 
 

きていることから、農地保
全が喫緊の課題と認識し、
行政への働きかけを続けて
いる。市民側の農ある暮ら
しに対する需要はとても高
く、新たな農家さんとの連
携が課題となる。 
 
 
湘南ワンハンドレッドから
派生した企画ちがさきカン
パニー構想を推し進めるべ
くメンバーと制度設計等の
打ち合わせを重ね、2023
年度中旬ローンチに向け 
活動を継続している。 
湘南ワンハンドレッドプロ
ジェクトから派生した「ま
ちがまるごと仮想会社茅ヶ
崎カンパニー」が始動し、
40名を超えるメンバーが集
まり地域課題の解決に向け
て活動を開始した。市民活
動がボランティアだけでは
なく、活動に見合った対価
が得られるよう、企業や行
政の有償案件を取るべく仕
組みづくりを行なってい
る。湘南ワンハンドレッド
プロジェクトが終了してか
らは補助金・助成金に一切
エントリーせずに団体運営
をしてきたが、茅ヶ崎カン
パニーを通して活動をする
中で、資金があれば活動の
幅が広がるプロジェクトに
対しては積極的に助成金に
エントリーし活動を持続可
能なものとできるようチャ
レンジしている。 
また、過去行っていたプロ
ジェクトで田んぼの復活を
長年検討していたが、今年
度念願が叶って EARTHING 
FIELDと協働で活動を開始
することができた。今年度
は試験的な運用だったが来
期は収益化でき、より多く
の耕作放棄地を再生できる
ようプロジェクトを進め
る。 
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西暦 
2024 年 4 月 
2025 年 3 月 

１．「湘南みかんの木パートナーシッ
プ」事業 

2．ふれあい畑塾の運営 
3．地場商材開発販売事業「湘南工
房」 

  地場産品・農産加工品販売事業 
4．茅ヶ崎カンパニー  
5．湘南フードトラック協会 
 
 

2023 年 11 月にスタートし
た「まちがまるごと仮想会社
茅ヶ崎カンパニー」は現在で
は約 60 名のメンバーが所属し、
自主的な組織運営のもと、着実に

活動の幅を広げている。 
中心メンバーは「コミュニ
ティグループ」「プロジェ
クト案件グループ」「広
報・制作グループ」「コー
ポレートグループ」「助成
金調達支援グループ」「企
業案件・外部案件グルー
プ」の 6 つのグループに分
かれて役割を担い、主体的
かつ柔軟にプロジェクトを
推進している。今後は中心
メンバーの負担を軽減する
ためにも、グループの再編
を行い、新たな運営メンバ
ーを募集していく。 
湘南フードトラック協会で
は、ITツールを積極的に活
用することで、日々の運営
業務の効率化や情報共有の
迅速化を図り、煩雑になり
がちな出店管理やスケジュ
ール調整の簡略化を実現し
ている。 
また、各キッチンカーの魅
力を発信するための広報活
動にも力を入れており、
SNS等を活用した情報発信
を通じて、地域とのつなが
りや認知度の向上を目指し
ている。 
加えて、出店場所の安定的
な確保に向けて地元企業や
施設との調整を行うほか、
行政との連携にも積極的に
取り組み、地域イベントや
防災訓練などへの参画を通
じて、地域社会に根ざした
活動を展開している。 
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＜第 3 号議案＞ 

令和７年事業計画 

<基本方針＞ 

理事長に就任し２期目が終了したが、今期は今まで解決できていなかった、組織運営

のあり方を改善していく。２０２３年にスタートした「茅ヶ崎カンパニー」には現在約

60名のメンバーが所属しており、自主的な組織運営のもとで、活動の幅を着実に広げ

ている。湘南スタイルの中核を担うプロジェクトとして、地域や市民活動に関わりたい

という人々のニーズに応えたり、志を持って取り組んでいる活動家への人的サポートを

行ったりする中で、湘南スタイルが地域の中で果たすべき役割が、より明確になってき

たことを実感しています。今後は、行政との連携をさらに深め、地域課題の解決に向け

た協働の幅を広げていきたいと考えてる。 

 

＜会議予定＞ 

総 会        ６月 26 日(金)   (正会員・会員) 

理事会   偶数月 第３金曜日  (理事・監事・事務局長) 

PJ会議   随時設定   (リーダー・メンバー) 

会計会議   毎月最終火曜日  (渡部・大澤) 

 

実施事業      

 特定非営利活動に係る事業 

① 湘南「みかんの木パートナーシップ」事業 

<内容>引き続きみかんの木パートナーシップ組合の自主運営を促進する為に支援を行 

う。組合参加農家数は 3軒(二梃木・井上・北原)。大磯町は町議会議員との連携が 

取れ行政の協力体制が構築できつつある。東海大学教養学部との産学連携も引き続 

き進めていく。今期も東海大学での 3回の授業を予定。授業を通して、摘果みかん 

を活用した化粧品作りも昨年同様に行う予定。 

また、関係が薄くなっていた東大みかん愛好会との連携も強化していきます。夏に 

は摘果作業体験、下草刈りなどの作業、みかん狩りイベントのサポートなど。 

いよいよ農家さんの引退が見えてくる中で湘南のみかん農業を持続可能な 

農業・産業にするための企業や新規就農者とのマッチングをさらに強化して行く。 

 

・PJメンバー 中村(雅)・菊池(奈)・山口(直)・渡部 

・対 象 者  みかん農家・JA湘南・地元ボランティア・神奈川県 

農業技術センター・加工業者・観光会社・CSR推進企業

一般消費者・学生 

・予 算 額  広報・パンフ・会議費・材料費・人件費等 84万円 
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② ふれあい畑塾事業 

<内容>農と触れ合いたい市民・企業と農家を結ぶ地域コミュニティ創出事業。 

地域振興プログラムとして持続可能な仕組みで自主運営。生産緑地の指定から 30

年が経過し、生産緑地の解除が茅ヶ崎市でも進んでおり、農地が宅地や駐車場とな

っている場所が増えてきている。農地保全の観点からも畑塾の新たな区画の開発も

進める。 

 

    ・PJメンバー 鈴木塾長 渡部 

    ・対 象 者  畑ユーザー・湘南スタイルメンバー 

    ・予 算 額  入園料・講師料・イベント費・情報発信 110万円 

 

③ 地場商材開発販売 「湘南工房」・農産加工品・おかゆ 

<内容>競合する地場商品が増えていく中、地産地消・農家支援・規格外農産物の 

活用・障がい者の就労支援が出来る商品として、取り扱い企業の CSRに繋がる営業 

を展開し、新規の売り先の拡大を図る。 

新規の卸先として相鉄線ゆめが丘駅直結の商業施設「ゆめが丘ソラトス」内に 

テナントとして入る「YYYard」との取引がスタートした。小売の他、YYYardが 

運営するカフェにも導入。今期は小売店だけでなく、カフェなどの飲食店への営業 

も積極的に行う。 

東海大学・茅ヶ崎香料と共同開発した化粧品「Sボトル」は大磯町のふるさと納税 

にも採用され、今期は一般小売販売にも力を入れていく。 

 

・PJメンバー 中村(雅) 渡部 

・対 象 者  デパート・ホテル・飲食店・ゴルフ場・小売店等 

・予 算 額  原料仕入・配送料・梱包資材・人件費等 45０万円 

 

④ 茅ヶ崎カンパニー(湘南ワンハンドレッドプロジェクト) 

<内容>運営メンバーが中心となって自主的な組織運営が行われているが、メンバーも

増えたこともあり、グループの再編とメンバーの入れ替えを行い組織のさらなる活

性化をはかっていく。 

トヨタ財団の助成金が 2026 年 11 月までとなるので、助成期間終了後も事業を 

継続・発展させていくために、持続可能な運営体制の構築とともに、安定的な財源

確保にも力を入れていく。 

 

・PJメンバー 内波 池田 山口(順) 中村(容) 市川(歩) 原 市川(靖) 

小野寺 大西 中島 山口(直) 四條 渡部 

・対 象 者  神奈川県内の個人・企業・各種団体 

・予 算 額  会費・イベント収入・各種制作物・助成金    150万円 
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【進行中のプロジェクト】 

・茅ヶ崎こども選挙 

・茅ヶ崎こどもマルシェ 

・てく学 

・texi 

・ペーニョ 

・chigasaki-farmers-soup 

・beniringo-loop-marche 

・みんなの防災 

・茅ヶ崎 100 年基金 

 

⑤ 湘南フードトラック協会 

<内容>日本フィランソロピック財団の「FCC災害用キッチンカー基金」普及・啓発

支援プログラムの助成金に採択された。助成金を活用して湘南フードトラック協会

のホームページを整備し、災害時におけるキッチンカーの活用方法や出動体制、平

時からの備えに関する情報を広く発信することで、地域住民の防災意識の向上とフ

ードトラックの社会的役割の認知拡大を目指す。また、安定的な良質な出店場所の

確保や、ITツールを駆使した運営の簡素化は継続的に行っていく。 

 

・PJメンバー 内波 渡部 

・対 象 者  キッチンカー事業者・商業施設・一般消費者 

・予 算 額  出店料・イベント費・情報発信  300万円 
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　2054年4月1日から2026年3月31日まで

予算 法人繰入収入 備　考

54,000 54,000 12千円×3名/ 3千円×2名

30,000 30,000 30,000円×1社

　3  法人事業収入 100,000 20,000 業務受託料

　4　湘南スタイル交流会・イベント費 0 0

　5　湘南みかんパートナシップ事業 840,000 120,000 みかんパートナー24口

　6　ふれあい畑塾 1,100,000 950,000 40区画

  7　地場商材開発販売「湘南工房」 4,500,000 700,000 みかん・トマトジュース・化粧品販売

  8　ちがさきカンパニー(湘南100PRJ) 1,500,000 400,000 会費・イベント収入・制作物・業務委託

　9　湘南フードトラック協会 3,000,000 500,000 業務委託費

10　トヨタ財団 2,800,000 0 経理委任

13,924,000 2,774,000

　　　その他収益事業会計より繰り入れ 0 0

13,924,000 2,774,000

総事業費

　　①湘南スタイル交流会・イベント費 0 会費・イベント等

　　②湘南みかんパートナシップ事業 720,000 みかん・パートナーシップみかん代金

　　③ふれあい畑塾 150,000 地代・イベント費等

　　④地場商材開発販売「湘南工房」 3,800,000 みかん・トマト・原材料等　　

　　⑤ちがさきカンパニー(湘南100PRJ) 1,100,000 会場費・謝金

　　⑥湘南フードトラック協会 2,500,000 業務委託費・謝金

　　⑦トヨタ財団 2,800,000 会議費・販促費・振込手数料

　　　当期事業支出（B) 11,070,000

　2　管理費

　　①　給料手当 1,800,000 団体運営費（人件費・その他）

　　②　事業人件費 0 アルバイトスタッフ等

　　③　運賃 20,000 加工品発送等　ヤマト運輸

　　④　会議費 30,000 勤労市民会館　プロジェクト会議

　　⑤　旅費交通費 10,000 レンタカー・交通費等

　　⑥　通信費 80,000 電話・郵便・新聞

　　⑦　消耗品費 120,000 事務関連

　　⑧　水道光熱費 0

　　⑨　諸会費 20,000 諸会費・寄付交際費

60,000 振込料、代引手数料

　　⑪　賃借料 0

　　⑫　保険料 50,000 NPO団体保険料

　　⑬　租税公課 150,000 法人税・県民税・収入印紙

　　⑭　雑費 10,000

　　⑮　顧問料 290,000 税理士（決算処理）・社会保険労務士

　　⑯　印刷費 10,000 コピー・パンフレット

　　⑰　Webコンテンツ制作費 50,000 Webサイト更新

　　⑱　イベント費 50,000 イベント費

　　⑲　業務委託料 80,000

　　　事業管理費計（C) 2,830,000

　　　当期事業支出　（D)　（B)+（C) 13,900,000

　　　当期収益　（E)  (A)-(D) 24,000

　　　その他事業会計より繰入 0

　　　営業外損益　　（F) 0

　　　借入金返済支出 0

　　　経常利益　　　（G)＝（E)-(F))　 24,000

0

　当期収入合計　　　　（A）

Ⅱ　支出の部

　1　事業費

　　⑩　支払手数料

　　　次期繰越金

　　　　　　　当期収入計（A)

＜第4号議案＞　令和7年度　収支予算書

　　科　　　目

Ⅰ　収入の部

　1　会費・入会金収入

　2　法人会費
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＜第 5 号議案＞ 

理事及び監事の再任(重任)及び新任 

 

 

理事及び監事の任期満了にともない、理事及び監事候補者の再任及び新任の 

承認をもとめます。 

 

理事候補者 渡部健  再任 

理事候補者 内波義雄 新任 

理事候補者  池田一彦   新任 

監事候補者  四條邦夫   再任 

 

任期(２年) 2025 年 4 月 1 日〜2027 年 3 月 31 日まで 

 

※定款第 16条の 2 に定める、規定の通り本総会での決議とする。 

 

定款第 16条の 2 

任期満了後後任の役員が選任されていない場合には、任期の末日後最初の総会が終了す

るまでその任期を伸長する。 

 

退任     清水謙    任期満了 

退任     市川靖洋   任期満了 

退任     那須かおり  任期満了 
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〜会費納入のお願い〜 

 

2025 年度会費納入を会員各位にお願い申し上げます。本総会終了後に次年度分の会費

を受付させていただきます。 

お振り込み希望の方は以下の口座にお願いいたします。 

 

湘南信用金庫 茅ヶ崎営業部 普通 4205592 トクヒ）シヨウナンスタイル 

 

正会員  12,000円 

会員  3,000円 

法人会員 30,000円(一口) 

 

 


